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京都の景観を支えてきたアカマツ
（関連記事は２頁～３頁）
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京
都
市
内
の
景
色
、
特
に
三
山
の
景

色
は
、
平
安
時
代
以
降
、
松
を
中
心
と

す
る
も
の
で
し
た
。
そ
れ
は
、
人
々
の

生
活
の
燃
料
と
し
て
薪
や
柴
を
使
用
し

た
た
め
に
、
養
分
が
少
な
く
て
も
生
き

て
い
け
る
松
が
残
っ
た
か
ら
で
あ
り
、

生
活
ス
タ
イ
ル
が
山
の
景
色
に
反
映
さ

れ
て
い
た
の
で
す
。

昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
私
達
は
燃
料
に

ガ
ス
や
石
油
を
使
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。そ
の
た
め
、山
は
養
分
に
満
ち
、ど

ん
ど
ん
天
然
林
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。

シ
イ
が
東
山
で
増
え
て
き
て
い
る
の

も
、
私
達
の
生
活
ス
タ
イ
ル
の
影
響
な

の
で
す
。
と
は
い
え
、
あ
ま
り
に
も
急

激
に
シ
イ
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
も
と
も
と
あ
っ
た
ア
カ

マ
ツ
の
多
く
が
、
北
米
産
の
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と
い
う
体
長
一
㍉
に
満

た
な
い
線
虫
に
侵
さ
れ
、
枯
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
松
を
枯
ら
す
犯
人
と
し
て
、
マ
ツ
ク

イ
ム
シ
と
い
う
虫

が
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、肉
眼
で
は
お

よ
そ
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
マ
ツ
ノ

ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ

と
、こ
の
線
虫
を
体

内
に
潜
伏
さ
せ
て

運
ん
で
い
る
マ
ツ

ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ

リ
が
松
枯
れ
の
真

犯
人
な
の
で
す
。

　
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
で
は
、こ
の
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン

チ
ュ
ウ
に
強
い
松
を
探
し
出
し
、
品
種

と
し
て
一
七
六
品
種
を
登
録
し
て
い
ま

す
。
一
般
に
「
抵
抗
性
マ
ツ
」（
線
虫
に

抵
抗
性
を
持
つ
松
）
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
な
お
、
抵
抗
性
が
あ
る
と
い
っ
て

も
限
度
が
あ
り
、
線
虫
に
侵
さ
れ
る

と
、
三
割
く
ら
い
は
枯
れ
て
し
ま
い
ま

す
。ろ

く
お
ん
じ

じ
し
ょ
う
じ

　
鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
や
慈
照
寺
（
銀

閣
寺
）
な
ど
の
京
都
の
お
寺
か
ら
は
、

今
も
美
し
い
松
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で

古
都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

古
都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

古
都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

古
都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

古
都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

動
き
出
す
！

動
き
出
す
！

動
き
出
す
！

動
き
出
す
！

動
き
出
す
！          

〜
社
寺
仏
閣
、

〜
社
寺
仏
閣
、

〜
社
寺
仏
閣
、

〜
社
寺
仏
閣
、

〜
社
寺
仏
閣
、
伝
統
産
業
な
ど
関
係
者
が
連
携
〜

伝
統
産
業
な
ど
関
係
者
が
連
携
〜

伝
統
産
業
な
ど
関
係
者
が
連
携
〜

伝
統
産
業
な
ど
関
係
者
が
連
携
〜

伝
統
産
業
な
ど
関
係
者
が
連
携
〜

　
京
都
の
景
観
を
支
え
て
き
た
代
表
的
な
樹
種
ア
カ
マ
ツ
は
、
松
枯
れ
に
よ
り
急

速
に
失
わ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
、
著
名
な
庭
園
内
の
マ
ツ
に
も
被
害
が
拡
大
し

て
い
ま
す
。

　
独
立
行
政
法
人
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
（
茨
城
県
日
立
市
）
は
、
都
道
府
県
と
共

同
で
マ
ツ
枯
れ
に
強
い
「
抵
抗
性
の
マ
ツ
」
を
選
抜
し
て
き
ま
し
た
。

　
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
で
は
、
行
政
、
研
究
者
、
社
寺
仏
閣
、
伝
統
産
業

な
ど
、
多
く
の
立
場
の
異
な
る
関
係
者
が
連
携
し
、
こ
の
松
く
い
虫
被
害
に
強
い

抵
抗
性
マ
ツ
を
使
っ
て
、
京
都
の
景
観
に
マ
ツ
の
景
色
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
す
る

「
古
都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

京都産の抵抗性マツ選抜に向けた勉強会

鹿苑寺（金閣寺）での抵抗性マツの記念植樹
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き
ま
す
。
松
が
あ
る
だ
け
で
、
清
々
し

い
、
京
都
ら
し
い
風
情
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
抵
抗
性
マ
ツ
を
利
用
し
て
、
松

が
す
っ
か
り
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
京

都
の
景
色
に
、
松
の
姿
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
考
え

に
賛
同
す
る
多
く
の
関
係
者
が
、「
古

都
の
マ
ツ
の
緑
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
で
力
を
出
し
合

う
か
た
ち
で
活
動
を
開
始
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
二
十
年
以
上
松
枯
れ
を
研

究
し
て
き
た
研
究
者
は
、
京
都
の
景
色

に
合
っ
た
「
京
都
産
の
抵
抗
性
マ
ツ
」

を
選
抜
で
き
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
松
林
に
囲
ま
れ
た
あ
る
小
学
校
で

は
、子
供
た
ち
に
よ
る「
森
林
警
備
隊
」

を
結
成
し
て
、
松
を
題
材
に
し
た
環
境

教
育
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
京
都
府
や
森
林
組
合
で
は
、
お
寺
や

神
社
の
境
内
に
抵
抗
性
マ
ツ
を
植
え
て

も
ら
お
う
と
、
抵
抗
性
マ

ツ
の
販
売
経
路
を
整
備

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
松
を
植
え
て
か
ら
大

き
く
な
る
ま
で
は
何
十

年
も
か
か
り
ま
す
。
そ
れ

ま
で
の
間
、
松
の
景
色
の

素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
て
も

ら
い
た
い
と
、
生
け
花
の

先
生
達
も
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。

　
何
故
松
が
あ
る
と
清
々

し
い
思
い
に
な
る
の
か
。

そ
の
文
化
的
背
景
も
探
求

し
て
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
の
一
一
月
に

は
、
文
学
、
和
歌
、
絵
画
、
食
な
ど
の

文
化
面
で
の
松
の
価
値
を
探
求
し
、
松

の
景
色
を
取
り
戻
し
て
い
く
運
動
を
広

げ
て
い
こ
う
と
い
う
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
幅
広
い
分
野
の
方
の

参
画
を
得
な
が
ら
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

動
き
始
め
て
い
ま
す
。

抵抗性マツ

松を題材にした森林体験学習
（目隠しをして松を感じ、後でこの松を探しに来る）

●
問
い
合
わ
せ
先

京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所

〒
六
〇
二-

八
〇
五
四

京
都
市
上
京
区
西
洞
院
通
り

下
長
者
町
下
ル
丁
子
風
呂
町

一
〇
二

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
五-

四
五
一-

九
一
六

一
（
代
表
）

http://
www.kinki.kokuyurin.go.jp/
kyoto/index.html

嵐
山
の
松
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森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、
森
林
の

も
っ
て
い
る
諸
機
能
向
上
を
図
る
の
に

ふ
さ
わ
し
い
森
林
管
理
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
必
要
な
技
術
の
開
発
と
普

及
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
置
さ
れ
て

い
る
機
関
で
す
。

【
低
コ
ス
ト
を
目
指
し
た
作
業
道
の

設
計
と
施
工
】

　
森
林
資
源
、
特
に
人
工
林
の
森
林
施

業
（
間
伐
・
複
層
林
施
業
等
）
を
効
率
的

に
推
進
し
、
併
せ
て
間
伐
収
入
等
の
増

大
を
図
る
た
め
に
は
、
そ
の
基
盤
と
な

る
路
網
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
道
の
配
置
状
況
等
を
踏

ま
え
て
、
作
業
道
の
線
形
・
規
格
・
工
法

等
に
つ
い
て
検
討
し
、
低
コ
ス
ト
を
目

的
に
実
証
試
験
を
行
い
ま
し
た
の
で
主

な
工
法
を
紹
介
し
ま
す
。

軟
弱
地
盤
改
良
工
法

　
軟
弱
地
盤
処
理
に
は
、
土
砂
及
び
砕

石
を
使
用
す
る
工
法
が
一
般
的
で
す
が
、

沈
下
・
流
出
等
に
よ
り
多
く
の
砕
石
が

必
要
と
な
り
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
と
な
り

ま
す
。

　
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
た
め
、
宅
地

の
地
盤
改
良
材
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る

生
石
灰
系
土
壌
改
良
材
を
軟
弱
地
盤
に

使
用
し
た
工
法
で
す
。

　
軟
弱
施
工
箇
所
に
生
石
灰
系
土
壌
改

良
材
を
散
布
し
、（
今
回
は
一
立
方
当
た

り
五
七
・
五
㌔
㌘
を
使
用
）土
壌
の
深
さ

三
八
㌢
を
か
く
拌
し
、
そ
の
後
、
転
圧

（
押
し
固
め
）
し
、
整
地
し
ま
す
。

利
点
・
・
・

●
生
石
灰
系
土
壌
改
良
材
を
散
布
し
、

か
く
拌
し
た
瞬
間
か
ら
土
中
の
水
分
と

反
応
し
硬
化
が
始
ま
る
。

●
当
日
に
車
両
等
の
通
行
が
可
能
（
短

時
間
で
軟
弱
地
盤
処
理
が
可
能
）。

●
路
面
が
保
護
さ
れ
る
た
め
、
勾
配
が

急
な
箇
所
に
も
使
用
可
能
。

支
障
木
を
利
用
し
た
丸
太
組
工

　
予
定
路
線
上
の
支
障
木
を
材
料
と
し

て
利
用
し
、
建
設
費
の
節
減
と
現
地
資

材
を
活
用
し
た
工
法
と
し
ま
し
た
。

低
コ
ス
ト
作
業
道

生石灰系土壌改良材の散布

　
コ
ス
ト
縮
減
と
安
全
確
保
に
向
け
、

一
つ
ひ
と
つ
改
善
し
な
が
ら
実
行
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
現
地
資
材
等
を
有
効
に
活
用

し
、
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
作
業
道
と

し
て
一
つ
の
モ
デ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

〒
七
一
八-

〇
〇
〇
三

　
岡
山
県
新
見
市
高
尾
七
八
六-

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
五
〇-

三
一
六
〇-

六
二
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
八
六
七-

七
二-

二
四
六
四

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/
gijyutsu

               
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
の
取
組

　
低
コ
ス
ト
を
目
指
し
た
作
業
道
の
施
工

かく拌（生石灰系土壌改良材を混ぜ合わせる）

路肩は支障木を利用した丸太組で補強
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私
の
意
見

           

「
げ
ん
き
と
や
す
ら
ぎ
の
さ
と
や
ま
文
化
都
市
」
に

     

ふ
さ
わ
し
い
森
林
環
境
の
創
造

広
島
県
庄
原
市
長 

滝
口
　
季
彦

　
庄
原
市
は
広
島
県
の
北
東
部
、
中
国
地

方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
た
、
面
積
一
，

二
四
六
・
六
〇
平
方
㌔
㍍
と
、
近
畿
以
西

で
最
大
の
面
積
を
有
す
る
市
と
し
て
、
平

成
一
七
年
三
月
三
一
日
に
一
市
六
町
の
合

併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
本
市
の
人
口
は
四
三
，
一
五
一

人
で
、
地
勢
は
、
標
高
一
五
〇
〜
二
〇
〇

㍍
の
盆
地
を
始
め
、
全
般
に
緩
や
か
な
起

伏
状
の
台
地
を
形
成
し
て
い
ま
す
が
、
北

部
の
県
境
周
辺
は
、
一
，
〇
〇
〇
㍍
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
、
急
峻
で
狭
あ
い
な
地
形

と
な
っ
て
お
り
、
本
市
全
体
の
約
八
四
㌫

を
森
林
が
占
め
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
森
林
の
多
面
的
・
公
益
的
機
能

の
高
度
発
揮
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
る
状

況
か
ら
、
現
在
、
成
熟
し
つ
つ
あ
る
森
林

資
源
に
つ
い
て
、
い
か
に
有
効
に
活
用
を

行
い
、
林
業
振
興
と
森
林
保
全
を
進
め
て

い
く
か
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
本
市
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
建

築
用
材
の
二
点
か
ら
の
森
林
資
源
の
有
効

活
用
に
よ
る
森
林
活
用
・
保
全
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
し
て
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
木
材
産
業
関
係
者
な
ど
を
中
心

と
し
て
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｕ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を

立
ち
上
げ
、
適
正
な
森
林
の
保
全
と
活
用

と
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源
の
確
保
を
目

指
し
た
、「
森
の
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
団
地

化
構
想
」
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
庄
原
市
地
域

木
材
利
用
促
進
研
究
会
を
開
催
し
、
市
内

の
林
業
関
係
者
な
ど
に
よ
り
、
協
議
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
広
島
県
と
一
体

と
な
り
、
低
コ
ス
ト
林
業
を
進
め
る
「
低

コ
ス
ト
林
業
と
地
域
材
生
産
推
進
支
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
今
年
度
か
ら
取
り
組

み
、
長
伐
期
施
業
に
よ
る
安
定
的
か
つ
計

画
的
な
林
業
活
動
の
維
持
や
森
林
組
合
と

の
森
林
施
業
長
期
受
委
託
契
約
に
よ
る
経

営
形
態
の
確
立
な
ど
、
林
業
振
興
と
森
林

保
全
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。

　
ま
た
、
県
立
広
島
大
学
、
林
業
・
木
材

産
業
関
係
者
、
市
民
等
で
「
庄
原
森
の
バ

イ
オ
マ
ス
研
究
会
」
を
発
足
し
、
現
在
は

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
」

と
し
て
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て
の

勉
強
会
、
講
演
会
を
始
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
森
の
手
入
れ
活
動
、
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
や
ボ
イ
ラ
ー
の
普
及
活
動
や
商

品
化
へ
の
取
組
を
行
う
な
ど
、
市
民
レ
ベ

ル
、
企
業
レ
ベ
ル
で
の
活
動
も
芽
生
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
に
加
え
、
企
業
と
の

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
企
業
化

実
践
の
取
組
を
、
市
民
・
行
政
が
一
体
と

な
り
、
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
本

市
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
げ
ん
き
と
や

す
ら
ぎ
の
さ
と
や
ま
文
化
都
市
」
に
ふ
さ

わ
し
い
森
林
環
境
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
に
よ
る

森
の
手
入
れ
活
動
①

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
会
に
よ
る

森
の
手
入
れ
活
動
②
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炭
焼
き
（
竹
炭
）
に
挑
戦

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】
六
月
一
一
日
、

森
林
の
保
全
・
整
備
等
に
市
民
の
力
を
活

か
そ
う
と
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー

養
成
ス
ク
ー
ル
（
中
級
講
座
）
を
庄
原
市

釜
ヶ
峰
山
国
有
林
で
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
近
年
話
題
に
な
っ
て
い
る
竹

の
有
効
利
用
を
兼
ね
た
オ
イ
ル
缶
等
を
利

用
し
た
簡
易
な
炭
焼
き
（
竹
炭
）
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　
炭
焼
き
等
の
経
験
豊
富
な
署
Ｏ
Ｂ
と
当

署
長
を
講
師
に
、
ま
ず
、
簡
易
炭
窯
の
仕

組
み
や
炭
の
基
礎
知
識
か
ら
学
び
、
そ
の

後
、
各
班
に
分
か
れ
て
の
火
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
炭
以
外
に
も
竹
材
を
使
っ
た
竹

細
工
の
製
作
に
も
取
り
組
み
、
竹
の
有
効

利
用
に
つ
い
て
の
議
論
を
交
わ
し
ま
し

た
。

　
昼
に
は
、
竹
を
利
用
し
て
滝
か
ら
水
を

引
き
、
各
自
で
作
成
し
た
竹
の
器
や
箸
で

流
し
ソ
ウ
メ
ン
を
楽
し
み
、
自
然
の
恵
み

を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
炭
焼
き
だ
け
で
な
く
、
竹

の
有
効
活
用
や
竹
林
の
今
後
の
施
業
・
対

策
な
ど
、
ま
た
、
伝
統
文
化
や
火
起
こ
し

な
ど
に
つ
い
て
も
高
い
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
養
成
ス
ク
ー
ル
で
は
、
今
後
、
木
材

生
産
現
場
の
視
察
や
自
然
観
察
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
も
学
ぶ

予
定
で
す
。

夏
だ
！
　
森
林
教
室
だ
！            

　

　
　
　

【
兵
庫
森
林
管
理
署
】
梅
雨
空
の
六
月
二

七
日
、
高
砂
市
立
米
田
小
学
校
五
年
生
一

し
そ
う
し

あ
か
さ
い

六
七
人
を
対
象
に
、
宍
粟
市
赤
西
国
有
林

内
、
赤
西
森
林
広
場
で
森
林
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
赤
西
森
林
広
場
は
、
自
然
の
中
で
、
学

習
や
植
物
と
の
ふ
れ
あ
い
、
丸
太
切
り
な

ど
が
一
つ
の
エ
リ
ア
で
体
験
で
き
る
緑
豊

か
な
広
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
、
職
員
か
ら
の
話
、「
森
の

働
き
」
に
つ
い
て
学
習
し
た
後
、「
樹
木
観

察
」
や
「
丸
太
切
り
」
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
森
林
教
室
が
終
わ
り
、
生
徒
た
ち
は
、

森
林
教
室
の
思
い
出
に
と
、
記
念
に
自
分

た
ち
が
切
っ
た
丸
太
の
切
れ
端
を
持
ち

帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

中
学
生
が
「
遊
々
の
森
」
で
下
刈
体

験【
島
根
森
林
管
理
署
】
六
月
二
七
日
、
昨
年

「
遊
々
の
森
（
愛
称:

ま
ほ
ろ
ば
の
森
）」
の

ほ
ど
は
ら

協
定
を
締
結
し
た
大
和
村
程
原
国
有
林

で
、
美
郷
町
立
大
和
中
学
校
一
年
生
二
七

名
、
教
諭
二
名
が
下
刈
体
験
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。

  

生
徒
た
ち
は
、
大
和
、
邑
智
森
林
官
、
川

本
首
席
森
林
官
か
ら
指
導
を
受
け
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
に
防
蜂
網
ス
タ
イ
ル
で
大
き
な
下

刈
鎌
を
振
り
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
刈
り

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

 
 

草
に
覆
わ
れ
て
い
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

が
、
二
時
間
余
り
の
作
業
を
終
え
る
と
、

き
れ
い
に
顔
を
出
し
、
生
徒
た
ち
は
満
足

な
笑
顔
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

  

午
後
か
ら
は
、
四
班
に
分
か
れ
て
鋸
や

金
槌
を
手
に
間
伐
材
を
使
っ
た
ベ
ン
チ
づ

く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
木
の
皮
を
剥

ぎ
、
寸
法
に
合
わ
せ
て
切
り
、
次
々
と
釘

を
打
ち
込
み
、
約
二
時
間
で
仕
上
げ
、
最

後
に
み
ん
な
で
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
記
念
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

  

生
徒
た
ち
か
ら
は
、
下
刈
体
験
で
「
暑

く
つ
ら
か
っ
た
」、「
お
も
し
ろ
か
っ
た
」

な
ど
、
間
伐
材
で
の
ベ
ン
チ
づ
く
り
体
験

で
は
、「
み
ん
な
で
作
れ
て
よ
か
っ
た
」、

「
釘
を
打
つ
の
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
な

ど
、
体
験
が
深
く
心
に
残
っ
た
様
子
が
う

か
が
え
る
内
容
の
感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
、

がんばって下刈鎌を振る生徒

「丸太切り」に挑戦

炭焼きの様子

各
署
等
の
取
組
紹
介
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そ
れ
ぞ
れ
の
達
成
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。

し
ち
り
み
は
ま

七
里
御
浜
国
有
林
で
ク
リ
ー
ン
作
戦

【
三
重
森
林
管
理
署
】
国
有
林
で
は
、
深
刻

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
不
法
投
棄
を

防
止
す
る
た
め
、
七
月
を
『「
国
民
の
森

林
」
ク
リ
ー
ン
月
間
』
に
設
定
し
、
国
有

林
野
を
ク
リ
ー
ン
に
す
る
活
動
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
三
重
森
林
管
理
署
で
は
、
五
月
に
「
不

法
投
棄
防
止
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実
施

し
、
管
内
全
域
の
廃
棄
物
の
把
握
に
努
め

て
い
ま
し
た
。
ク
リ
ー
ン
月
間
の
七
月
三

日
に
は
、
三
重
県
か
ら
講
師
を
招
き
、
廃

棄
物
の
処
理
方
法
に
つ
い
て
講
習
会
を
実

施
し
ま
し
た
。 

二
二
日
に
は
、
世
界
遺
産

に
登
録
さ
れ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森

と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
熊
野
市
七
里
御

浜
国
有
林
に
お
い
て
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
共
催
で
あ
る
熊
野
市
の
協
力
の
も
と
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
地
元
住
民
約
五
十

名
が
参
加
し
、
約
一
時
間
程
度
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
国
道
か
ら
投
げ
捨
て
さ
れ
て
い
る
空

缶
、
風
で
飛
ん
で
く
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
、

四
新
聞
社
が
取
材
に
訪
れ
、
多
く
の
反
響

が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
、
林
内
の
管
理
道

沿
い
は
住
民
の
方
が
散
歩
し
な
が
ら
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
ゴ
ミ
は
少
な
く
、
住
民
の
方
の

ご
み
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
認
識
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
他
の
国
有
林
で
も
ク

リ
ー
ン
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

樹
木
の
葉
を
観
察

【
石
川
森
林
管
理
署
】
七
月
七
日
、
金
沢
市

内
に
あ
る
材
木
町
小
学
校
の
五
年
生
六
八

名
を
対
象
に
体
育
館
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
森

林
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
森
林
の
は
た
ら
き
や
木
材
の
生
産
、
樹

木
の
葉
の
特
徴
と
そ
の
用
途
に
つ
い
て
説

明
を
行
っ
て
か
ら
、
二
班
に
分
か
れ
て
木

製
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
製
と
ス
ギ
の
丸
太

切
り
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
　

　
都
市
部
に
い
る
生
徒
た
ち
は
、
普
段
か

ら
見
た
こ
と
の
な
い
ホ
オ
ノ
キ
の
大
き
な

葉
や
ミ
ズ
メ
の
葉
の
香
り
に
驚
い
た
様
子

で
、
各
自
で
そ
の
特
徴
な
ど
熱
心
に
メ
モ

を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
丸
太
切
り
も
初
め

て
の
生
徒
が
多
く
、
切
る
の
に
大
変
苦
労

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
全
員
が
職
員
の
助

「
ど
ん
ぐ
り
の
森
を
つ
く
ろ
う
」

【
岡
山
森
林
管
理
署
】
み
ん
な
で
「
ど
ん
ぐ

り
の
森
を
つ
く
ろ
う
」
を
合
言
葉
に
、
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
は
、
環

境
教
育
の
一
環
と
し
て
、「
学
校
植
林
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
学

生
に
苗
木
の
里
親
と
な
っ
て
も
ら
い
、

五
ヶ
月
ほ
ど
苗
木
を
育
て
た
後
、
自
ら
山

に
植
林
す
る
こ
と
で
、
自
然
の
大
切
さ
と

愛
着
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活

動
で
す
。

　
岡
山
森
林
管
理
署
で
は
、
こ
の
事
業
に

協
賛
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
六
年
の
台

風
二
三
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
、

た
か
は
し
し
が
ぎ
ゅ
う
ざ
ん

高
梁
市
臥
牛
山
国
有
林
の
一
部
を
体
験
林

業
の
場
所
と
し
て
提
供
し
ま
し
た
。

　
今
回
、
そ
の
苗
木
（
ク
リ
、
ア
ベ
マ
キ

等
二
五
○
本
）
の
贈
呈
式
が
、
七
月
七
日
、

同
市
内
の
川
面
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

け
を
借
り
る
こ
と
な
く
切
り
終
え
て
い
ま

し
た
。
切
っ
た
輪
切
り
は
、
ペ
ー
パ
ー
で

き
れ
い
に
磨
い
た
後
、
年
輪
を
数
え
な
が

ら
木
の
生
長
を
調
べ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
の
質
問
で
は
、
里
山
に
関
す
る
植

物
や
昆
虫
、
ゴ
ミ
等
に
つ
い
て
の
質
問
が

多
く
あ
り
、
生
徒
た
ち
が
森
林
に
対
し
て

関
心
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

寄
せ
ら
れ
た
感
想
文
の
一
部

国有林内のゴミを集める参加者

樹木の葉について調べる児童
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当
日
は
、
全
校
生
徒
七
〇
名
が
体
育
館

に
集
ま
る
中
、
校
長
先
生
、
コ
カ
・
コ
ー

ラ
ウ
エ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
新
見
支
店
長
の
挨

拶
後
、
当
森
林
管
理
署
長
か
ら
、
森
林
の

役
割
や
そ
れ
ぞ
れ
の
樹
の
特
徴
の
説
明
を

行
な
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
苗
木
が
児
童
に
渡
さ
れ
、
苗

木
を
受
け
取
っ
た
児
童
の
代
表
は
、
緊
張

し
な
が
ら
も
、
苗
木
を
大
切
に
育
て
る
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
模
様
は
、
岡
山

放
送
と
山
陽
放
送
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で

放
送
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
子
供
た
ち
が
育
て
た
苗
木
は
、

一
一
月
に
高
梁
市
臥
牛
山
国
有
林
に
植
樹

さ
れ
る
予
定
で
す
。
　

　

祖
父
母
学
級
（
授
業
参
観
）
で
木
工

教
室

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】
六
月
二
〇
日
、

庄
原
市
立
田
川
小
学
校
か
ら
、
全
校
児
童

（
二
四
名
）
と
そ
の
祖
父
母
が
一
緒
に
行

う
「
祖
父
母
学
級
」
に
、
森
林
環
境
教
育

の
依
頼
が
あ
り
、
同
小
学
校
で
木
工
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
児
童
と
祖
父
母
が
六
班
に
分

か
れ
て
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
児
童
た
ち
は
、
祖
父
母
か
ら
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
た
り
、
手
伝
っ
て
も
ら
い
な

が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
木
の
実
や
輪
切
り
な

ど
、
自
然
素
材
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ア
溢
れ

る
作
品
を
次
々
に
作
り
上
げ
て
い
ま
し

た
。

　
今
回

は
、授
業

参
観
の

一
環
で
、

祖
父
母

等
保
護

者
の
協

力
を
得

る
な
ど

新
た
な

取
組
と

な
り
ま

し
た
。

全
校
生
徒
を
前
に
話
を
す
る
岡
山
森
林
管
理
署
長

★
子
ど
も
・
学
生
を
対
象
に「
身
近
な
森
の
写
真
」

を
募
集
中
！

●
平
成
一
八
年
度 

里
山
（
身
近
な
森
）
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト
「
近
く
の
森
っ
て
ど
ん
な
と
こ

ろ
？
」
を
テ
ー
マ
に
里
山
を
写
そ
う
！

　
　
締
め
切
り
　
平
成
18
年
11
月
30
日
（
木
）

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/
kyoku/category_d/d-02/photcon.pdf

　★
大
阪
市
内
の
小
学
生
を
対
象
に「
森
と
木
の
絵

画
」
を
募
集
中
！

●
第
五
回
　
森
と
木
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
日
頃
、自
然
に
ふ
れ
あ
う
機
会
の
少
な
い
大
阪

市
内
の
小
学
生
に
、絵
画
を
通
じ
て
自
然
に
ふ
れ

あ
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、「
森
と
木
の
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
」（
テ
ー
マ
、「
森
や
木
の
美
し
さ
・

自
然
の
豊
か
な
恵
み
・
自
然
と
人
と
の
つ
な
が

り
」）
を
実
施
し
ま
す
。

　
　
締
め
切
り
　
平
成
18
年
９
月
15
日
（
金
）

http://www.kinki.kokuyurin.go.jp/
kyoku/category_a/a-02/kaiga.htm

　
ま
た
、
木
工
ク
ラ
フ
ト
で
使
用
し
た
素

材
な
ど
か
ら
、
森
林
の
恵
み
や
大
切
さ
、

役
割
な
ど
の
話
に
触
れ
た
こ
と
か
ら
、
学

校
側
か
ら
は
、「
今
後
の
学
習
に
お
い
て
、

さ
ら
に
関
連
づ
け
を
深
め
て
い
く
工
夫
を

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

地
域
の
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
か

ら
も
知
恵
と
技
術
を
教
え
て
も
ら
う
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□
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